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はじめに　
本稿は、近江国蒲生郡島村に座する大嶋奥津嶋神社およ
び同郡得珎保今堀郷を中心とした地域における、信仰に伴う財と村落の関係を検討するものである。　
筆者は別稿で、一三世紀奥島荘において村人主導のもと
に運営されていた大嶋奥津嶋神社の宮座「大座」が、南北朝期には島・北津田の村落運営の中心として位置付いていたことをその財産運用の実態から明らかにした
が（１）
、その後
一五世紀にはいると大座関係の史料が激減しその実態がわかりにくくなる。一方寄進状などをみると入れ替わるように如法経信仰が優勢となっていく状況 ことができる。同様な状況は今堀郷にも確認でき、一四世紀後半から一五世紀後半にかけて当該地域の村落に如法経信仰が浸透してい ことがわかる。　
如法経信仰は、滅罪教典である法華経自身のもつ功徳と
それを書写す の功徳の二重の功徳のために法華経の書写に結縁し死者追善・自身逆修を願う信仰で、比叡山横
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川で円仁を派祖として成立、貴族社会では平安末から鎌倉期にかけて発展し、天台系社寺の地方拠点を中心に全国的に展開したとさ
れ（２）
、林文理により、近江山門領の村堂・鎮
守社においては周辺天台系顕密寺院と 密接な関係のなかで惣の年中行事として惣の管理下で如法経会が実施されたことが明らかにされ
た（３）
。
　
以上の先学の研究を受け、本稿では如法経信仰が村落に
浸透している状況を寄進状から確認 たのち、そこに集中していく財が村落においてどのような位置づけを持つもであったのかを検討して、如法経を巡る財と村落の関係について考えていきたい。一、奥島荘における開発と湧出若宮　
近江国蒲生郡奥島荘は琵琶湖岸に位置する荘
園（４）
で、隣
接する津田北荘とともに大嶋奥津嶋神社を鎮
守（５）
としてお
り、そこに集積された大嶋奥津嶋神社文書には村内の宗教施設に宛てた寄進状が含まれる。これらの寄進状 文言
･
様式は定型的であるが、群 し みたときには 関する様々な情報を得 ことができ
る（６）
。大嶋奥津嶋神社文書全
二二三点中寄進状は五八点あり、文書全体数のピーク一四世紀後半であるが寄進状の数のピークは一五世紀前半
である。これらの寄進状からみられるおもな寄進先は、大嶋奥津嶋神社、阿弥陀堂、念仏講中、地蔵講衆、毘沙門講衆、毘沙門
堂（７）
、地蔵講などであるが、もっとも多くの寄進
を集めているのは、湧出に座する「若宮」である。寄進状五八点中の三二点が若宮宛であり、寄進の時期は一四世紀後半から一五世紀前半にかけてピークとなる。後述す ように、若宮は貞和二
(
一三四六
)
年頃に創立された新しい
宮で、創立以後、若宮への寄進が急増する。若宮への寄進物件は毎年三升～五斗 加地子得分で 寄進の目的は死者追善・自身逆修が多い。そして特に応永四
(
一三九七
)
年
以降、 「若宮如法経田」への寄進が増加していくようになる。そして 湧出庵
室（８）
」 、 道場（ 「ワきての妙法行たうち
や（９）
」 ）
などの施設がつくられ、 「夏
衆
）（1
（
」という修行僧、 「
聖
）（（
（
」など
により、如法経会などの宗教活動 行っ たこと みとれる。とくに聖は、聖田が設定さ
れ
）（1
（
、後述するように若
宮如法経田などの実際の管理なども行うようにな
る
）（1
（
。また
若宮のほかに「井上如法経道場」も開山 れ、奥島庄 如法経信仰が浸透の様子がわかる。　
貞和二（一三四六）年に湧出に創立された若宮は、貞和
二年一一月付の「若宮神田」寄進
状
）（1
（
が大嶋奥津嶋神社文書
中の初出で、貞和三年二月一八日付の寄進
状
）（1
（
では「湧出新
社」に修理田が寄進されてい 永仁の
魞
相論 一二九八
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年
）（1
（
）において書かれた「両社神官村人」起請文の神文には
「殊当社大明神」とあり、この起請文が大嶋奥津嶋社の神に誓われた事が知られるが、その後観応元（一三五〇）年に預所の新儀非法を訴えた条
々
）（1
（
の末尾には、申状に偽りの
ないことを述べそれを「殊別天波大嶋奥津嶋若宮大明神」に誓っている。つまり貞和二年以降に両庄村人等が奉ずる神は、大嶋奥津嶋神社の両社か 、そこに若宮を加えた三社となったことがわかる。　
若宮については『近江蒲生郡志』巻六に「若宮神社は島
村大字奥嶋の山口に鎮座す 八重言代主神を祭 。鎮座地より清泉湧出するを以て地名湧出といひて依て當社を一に湧出神社とも称す。創紀年代詳ならず…」とあり、大嶋奥津嶋神社から東北に七〇〇㍍ほどの山裾に現在も鎮座する。現在でも湧出地点があり 字山口方面への用水となっている。この湧水の存在から、若宮は別名「湧出社 「湧出若宮」などと称される。また祭神の八重言代主は、大嶋社の祭神である大国主の子という関係 あり、その意味でこの新しい は「若宮」と名付けられたも と思われる。　
なぜこの時期に新しい宮を建立する必要があったのだろ
うか。大嶋奥津嶋神社文書中の若宮神社への寄進状から若宮に対する寄進物件をみ と、田、畠、
魞
、山などもある
が、 「岩崎新田」 「山田新田」 「中道北 西新田」などの新
田や藺田（井田の表記のものも藺田と考える） 、ほりまち、うちはき、などがある。ほりまちは、鈴木哲雄のいう低湿地の農民的小規模開発による「ほまち」と同義と考えられる
）（1
（
。また、うちはきについて畑井弘は、山麓での山焼きを
行う際に火が山へ入るのを防ぐ防火帯のことを熊野地方で「ウチハギ」と呼ぶことから、うちはきも同様のものであろうとしてい
る
）（1
（
。このように湧出若宮へは新たな開発地を
中心とした物件が多く寄進されていったとみられる。以上のことから、湧出若宮は奥嶋惣による湧出地域の開発と連動して大島社の分祀を配置したものであり、若宮は湧出の開発を実質的に進めた湧出惣 鎮守であ が、そ 成立経緯から奥嶋惣は湧出若宮に深く関与していたも と考えられ
る
）11
（
。
　
次に若宮への寄進された物件の権利内容について検討し
たい。【史料一】
　
得宗房田地寄進
状
）1（
（
　
（端裏書）
「うし丸分」きしん申
　
田地事
　　　　　
合伍坪三百四十分者、
　　
      
　　
在かまう下之こおり奥嶋御庄内
　　
ヲクノ五□これ有、
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さ（相田）
う田
下地也、御
御（後生菩提）
しやうほた
い
のために、
ワ（湧出）
きて
の
妙法
行
た（道場） （う脱）
うちや
ゑきしん
申候、
ⅰ加地子米參斗まいらすへし
、
ⅱ未進けたい候
ワすワ、本さくしう に丸
ニあてたまワる
　　　　
可、
ⅲ若未進申候ハヽ、
付（村ヵ）
人
の中へ可めし取進者也
、
御（後）
々代々ふといふとも、たのさまたけあるへからさ
る者也、後日沙汰きしん状如件、　　　　
應永十六年五月廿六日
　　　　　
むこ丸
　 　　　　　　　　　　　　　　
し
　 　　　　
う 丸
　 　 　　　　　　　　　　　　
〃
　　　　　　　　　　　　　　　　
得宗
ほ（法橋）
けう
（略押）
　
この史料は、得宗房が後生菩提のために「ワきての妙法
行たうちや（湧出の如法経道場） 」へ「加地子米三斗」を寄進した（傍線部ⅰ）際の寄進状である。未進懈怠がなければ「本さくしう 作職 」は、子孫の「に丸（むこ丸・しし丸） 」に譲られる（傍線部ⅱ）が、もし未進があった場合は、 「村人の中へ召し取りまいらす」 （傍線部ⅲ）という契約となっている。つまりこの場合 若宮への寄進は、寄進物件の作職を寄進者が保有したままで、加地子得分の一部を寄進するというかたちであり、そ 加地子に未進がなければ作職 そのまま子孫 譲られるが、万が一未
進となった場合には作職は「村人の中」へ召し取る、というものである。このような例は他にも多くあり、応永一四（一四〇七）年九月二七日に西念が毎年加地子六升を涌出庵室へ寄進した際には「於作識者未進懈怠無者、不可取放ル者
也
）11
（
」 、また善音が永享二（一四三〇）年に若宮権現如
法経田へ一斗を寄進した際にも「未進懈怠時者、
致可
被作職
候
）11
（
」とある。そして、作職が惣により進退されることは、
大嶋奥津嶋神社宛寄進状にも「若未進
ヲ
申侯ハヽ、さくし
きお惣へ取あけらる可者
也
）11
（
」とあり、若宮に限らず行われ
ていたが、若宮宛寄進物件にはその割合が高いといえる。　
このことは、若宮への寄進物件の 補任の主体が、奥
嶋惣（村人中）であったことを意味する 考えられる。例えば応永一七（一四一〇）年正月二七日付 沙弥西念房寄進
状
）11
（
では、若宮如法経道場への寄進に際しては「さくしき
お者
あつかり4
申候、われともなりて候ハヽ、その時
ハ
惣之
御はからいと可有候」とあり 寄進者に って作職は預っているものという認識であっ ことがわかる。これらのことから、若宮への寄進物件は、作職補任権を奥嶋惣が持っている割合が高い ことが言え、 そのことは若宮への、寄進物件作職補任権を通じての奥嶋惣の関与があった、ということになろう。
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二、如法経道場の興行と仏物の運用　
以上のような形で創設された若宮には、応永年間以降、
如法経信仰が浸透し如法経道場がつくられる。若宮が如法経信仰の拠点となった理由は不明であるが、 一五世紀以降、如法経信仰と結びついたことで村落における若宮の存在が新たな展開を遂げることになる。まず次の史料を掲げる。【史料二】
　
昌宗田地寄進
状
）11
（
（端裏書）　「若宮」寄進
　
若宮如法経田地事
　　　
合
　　
在蒲生下郡奥嶋御庄内字平田
　
半
　　
但、下作職者、可為随忍禅尼之計也、片山田
　　
参拾歩、得分一斗五升、山田新田六十歩、
　　
（後筆カ） 「同十七坪井田卅六歩、
倉垣内畠
卅
歩在之
」
　　　
ⅰ又利銭出挙注文在
二別紙
一、
右件田地者、昌宗相伝之私領也、雖然若宮如法経田仁所令寄附也、
ⅱ利銭出挙等令利倍
、永代
乃
下地お買
置、如法経無退転之様
仁
可被相計者也、若惣別有無
沙汰之儀者、
ⅲ為檀方
余流計可有取興行者也、仍寄進
状如件、
　
応永肆年
丁丑六月
　
日
　　　　　　　　
昌宗（略押）
　
これは応永四（一三九七）年に昌宗が若宮如法経田に対
して寄進をした際の寄進状である。昌宗は自らを「檀方」と称し、加地子を若宮の如法経田に寄進し、 「利銭出挙等令利倍」 （傍線ⅱ） 、つまり利銭出挙等で利倍して、 「永代之下地」 を買得して如法経が退転しないようにとしている。ここで注目したいのが 「利銭出挙等令利倍」 、 という表現で、この寄進状の寄進物件の書き上げの最後にも「又利銭出挙注文在別紙」 （傍線ⅰ）とあり、如法経興行のために寄進された物件（この場合は加地子）が 寄進された時点から「利倍」することを前提としていたこと、 その方法は「利銭・出挙」であったことがよみ れる。 ⅰの「利銭出挙注文」という別紙は現在大嶋奥津嶋神社文書中にはみあたらないが、おそらく利銭出挙の運用の次第など 列記されたものである可能性があ
る
）11
（
。大嶋奥津嶋神社の宮座である大
座でも出挙米の貸付が行われている
が
）11
（
、このような付帯文
言や「利銭出挙注文」といっ も は見あたらな 。　
ところでその大座の出挙と本史料にみられる出挙とはど
のような関わりがあるのだろ か。次に れに関連 て売券を検討したい。【史料三】
　
兵衛大郎田地売
券
）11
（
売渡進
　
私領田地事
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合森田壹畔者、
直銭壹貫文請取申了、
右件田地、元者兵衛大郎先祖相伝私領也、雖然依有直要用、
ⅰ
祥慶御坊
ニ
限永代所売渡進在地明白也、譲
状一通相副申上者、於向後不可有他妨者也、尚以若彼下地
ニ
違乱煩出来之時者、
ⅱ借主として以
一
陪（倍）
沙汰
可弁進者也
、たとい天下一同の御徳政たりといふと
も、於此 者更々不可有煩候、仍為後日明鏡新放券之状如件、　　　　
応永九年
壬午十一月廿八日
　　　　　　　　　　　　　　
兵衛大郎（略押）
　　　 　　　　　　　　
正妙房（略押）
　
これは応永九（一四〇二）年、兵衛大郎が先祖相伝の私
領を、直銭一貫文で祥慶御坊（傍線ⅰ）に売却した際の売券である。この田地に付随する譲状一通を副え、今後の妨げがないように、とするもので、一見あたりまえの売券とみえる。しかしながらそのあと 傍線部ⅱの文言、 「借主として以一陪沙汰可弁進者也」に注目したい。譲状を副え今後下地に違乱がおき いようにとしながら、もし違乱があった場合「借主」として倍額を弁済する、とある つまり売券を差しだしながらも兵衛大郎は「借主」であるというわけである。かつて拙稿 検討した、出挙米を借用し返済できずに質物を大座 売買 た新三郎 例で
は
）11
（
、明らか
に借用した出挙米が未返済となり、 決済は売券で行われた。その売券も「質物方ニ」という文言がなければ、ふつうの売券と変わるところがないものであった。ここから史料三の兵衛大郎は、買主である祥慶御坊に借米（銭）があり、それが返済できなかっ ため、質物に設定されていた「森田壹畔」を祥慶に 却というかたちで決済が行われたと考えられる。　
ここで祥慶御坊という人物についてみてみたい。表１は
祥慶が買主となった の一覧で、祥慶 買得した際の五点の売券が残さ ているが、そのうち明らかに借米（銭）未返済に依る質物売買と思われるものが 先の史料三を含め三点ある（表１②③⑤） 。 「借主として」と明記されたものは先の史料三のみであるが、ほかの二点も、万が一下地に違乱があった場合に「本銭以一倍可請返者也」 文言が付帯されている。この弁償文言は一般に売却地に違乱があった場合に売り主が本銭かそれ 上を買主に支払 ことを約したも であ
る
）1（
（
が、 「借主として」という文言を副
えれば史料三と同様の質物売買であ と考えら 。そうであれば、祥慶御坊がふつうに買得したとみえ これら売券も、史料三の兵衛大郎 ごとく祥慶から借米（銭）をした際の質物が 未返済 より売却された際 もの 考えられる。つまり祥慶御坊はこの時期、集中的 貸付活動を
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行っているとみることができる。　
一方で祥慶御坊は二通の寄進状も差し出している（表
２） 。ひとつは応永元（一三九四）年、若宮への供料として得分七斗のうち二斗を「比丘尼祥慶并母儀従二の後生菩提のため」に寄進している。いまひとつは、祥慶御坊（比丘尼昌慶）が、母 従二とともに「奥嶋庄内井上如法道場開山岩本坊宗覚 対し、屋敷、田畠を寄進した際の寄進
状である。 奥島荘内にはほかに例えば史料一にみるように、湧出の若宮に如法経道場が附属していたが、井上道場は若宮とはまた別の如法経道場であろう。寄進先には「開山岩本坊宗覚」とあり、 井上 はおそらくこの寄進に伴って、岩本坊宗覺という人物によって開山されたとみられる。寄進物件についてみると、その所在地が奥島庄と同じ蒲生下郡内ではあるが、本郷、佐々木荘、と奥島庄外の地名が列
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慶
比
丘
尼
関
係
文
書
一
覧
　
表
１
　
売
券
年
号
西
暦
月
日
売
買
内
容
物
件
地
字
物
件
由
来
売
主
（差
出
）
買
主
直
銭
売
買
理
由
弁
償
文
言
文
書
番
号
①
明
徳
４
年
３
月
５
日
1393
3
5
合
小
蒲
生
下
郡
奥
嶋
御
庄
内
字
山
神
大
内
彦
三
郎
相
伝
之
私
領
彦
三
郎
（略
押
）
聖
慶
御
房
１
貫
文
要
用
あ
る
に
よ
り
83
②
応
永
６
年
６
月
日
1399
6
合
小
　
直
銭
２
貫
文
蒲
生
下
郡
北
津
田
内
字
か
し
原
勢
範
相
伝
領
勢
範
（略
押
）
聖
惠
２
貫
文
要
用
あ
る
に
よ
ん
て
本
直
物
ニ
加
利
分
可
請
返
者
也
92
③
応
永
８
年
２
月
２
１
日
1401
2
21
合
４
０
歩
　
庄
弁
１
斗
１
升
４
合
、
定
残
得
分
２
斗
２
升
６
合
、
寺
升
定
蒲
生
下
郡
奥
嶋
御
庄
内
３
６
坪
内
　
自
北
縄
二
目
東
道
付
衛
門
三
郎
先
祖
相
伝
之
私
領
衛
門
三
郎
（花
押
）
聖
慶
房
１
貫
５
５
０
文
要
用
あ
る
に
よ
り
本
銭
以
一
倍
可
請
返
者
也
95
④
応
永
８
年
４
月
３
日
1401
4
3
合
５
０
歩
　
但
公
方
ﾊ
宮
ｴ
毎
年
筵
一
枚
出
候
蒲
生
下
郡
奥
嶋
御
庄
内
字
コ
ケ
ケ
ノ
マ
エ
行
阿
先
祖
相
伝
私
領
行
阿
（花
押
）
昌
慶
御
房
１
貫
文
96
⑤
応
永
９
年
１
１
月
２
８
日
1402
11
28
合
森
田
１
畔
兵
衛
大
郎
先
祖
相
伝
之
私
領
兵
衛
大
郎
（略
押
）
／
正
妙
房
（略
押
）
祥
慶
御
坊
１
貫
文
要
用
あ
る
に
よ
り
借
主
と
し
て
以
一
陪
沙
汰
可
弁
進
者
也
98
表
２
　
寄
進
状
no.
年
号
西
暦
月
日
寄
進
内
容
物
件
地
字
物
件
由
来
寄
進
者
（差
出
）
寄
進
先
寄
進
理
由
付
帯
条
項
文
書
番
号
①
応
永
元
年
８
月
１
日
1394
8
1
奉
寄
進
　
田
地
新
放
券
文
事
／
合
大
者
（得
分
７
斗
内
２
斗
）
蒲
生
下
郡
奥
嶋
御
庄
内
字
鞍
崎
山
口
比
丘
尼
性
慶
（略
押
）
若
宮
御
供
料
比
丘
尼
性
慶
并
母
儀
従
二
為
後
生
菩
提
庄
内
公
事
等
性
慶
一
期
可
給
免
契
約
候
、
85
②
応
永
９
年
２
月
９
日
1402
2
9
奉
寄
進
　
如
法
道
場
田
畠
家
屋
敷
等
事
／
合
屋
敷
田
畠
蒲
生
下
郡
本
郷
内
河
裳
屋
敷
、
６
条
２
６
里
１
０
坪
４
段
半
、
屋
敷
大
　
同
郡
内
本
郷
６
条
２
５
里
１
６
坪
２
段
小
、
同
郡
内
佐
々
木
庄
字
フ
サ
ウ
林
芝
原
名
内
１
段
、
同
郡
内
本
郷
末
吉
内
フ
セ
田
字
ア
ヤ
ト
ノ
マ
ヘ
１
昌
慶
比
丘
尼
先
祖
相
伝
之
私
領
比
丘
尼
昌
慶
（略
押
）／
尼
拾
貳
（略
押
）
奥
嶋
庄
内
井
上
如
法
道
場
開
山
岩
本
坊
宗
覚
父
母
自
身
現
世
安
穏
・後
生
善
処
・出
離
生
死
・
頓
證
菩
提
の
た
め
然
上
者
於
向
後
不
可
有
他
妨
者
也
、
万
一
於
昌
慶
一
族
縁
者
、
違
乱
輩
者
可
為
不
孝
也
、
97
＊
文
書
番
号
は
『大
嶋
奥
津
嶋
神
社
文
書
』に
よ
る
－  89  －
史苑（第七五巻第一号）
記され、合計の反数が九反二二〇歩と実に一町歩あまりという広大なものである。　
以上のことから、祥慶御坊という人物は奥島庄外に本拠
地をもち、有徳 女性の出家者であることが推測される。そして、如法経に対する信仰が非常に篤いことは、次の史料からもみることができる。【史料四】
　
尼聖慶如法経道場聖職置
文
）11
（
（端裏書）「井上聖事」定置
　
如法経道場聖職之事
右彼聖
識（職）
事者、至末世末代、為自然不法懈怠之時者、
不嫌何時、為両庄之村人無退転
可（不脱力）
違乱
申候、自然就
聖田妨出候は、彼聖職
共
堅両庄之村人如何様
仁
も
可
被
相計者也、仍為向後亀鏡置文如件、応永十□年卯月十五日
　
檀那比丘尼聖慶（略押）
　　　　　　　　　　　　　　
   尼從貮（筆軸印）
　
これは如法経道場の聖職に関しての、祥慶御坊（比丘尼
聖慶）と母の尼従二による定書である。端裏書に「井上聖事」とあることから、この定書は井上如法経道場に関すことと判明する。これによれば、井上如法経道場の聖職については、今後永久にどんな とがあっても、両庄村人として、退転・違乱しないよう し、また聖田についても妨
げがあった場合は、聖職と共に堅く村人として存続を保証してほしいとし、自らを「檀那」と位置づける。つまり祥慶は自身のもつ富を基に 井上如法経道場を興行 、檀那としてその永続的な存続を村に託したといえる。　
以上のことから、祥慶という人物は、如法経への信仰が
篤い有徳な女性 出家者であると同時に、その資本を基礎に頻繁に貸付活動を行ってい ということができ、いわば祥慶は自らの財を寄進すること 「仏物」 し、 その 「仏物」を運用して融通活動を営んでいたと考えることができる。　
ここで想起されるのが、史料二の昌宗の若宮如法経田へ
の寄進状である。昌宗も自らを「檀方」 して加地子 如法経田に寄進し、 「利銭出挙」で利倍するこ で如法経興行するとしていた。つまり昌宗は若宮、 祥慶は井上道場と異なるが、どちらも如法経田、如法経道場へ寄進を行 、それを運用 ことで如法経の興行を計ろうとしていた。このこ は一方では、如法経を巡る「仏物」 資金とし貸付ともいえよう。このの 関係施設へ集中く寄進も、 の点と深く関わることはほぼ間違い い いえる。三
　
村落における二つの帳簿
　
前項では一五世紀以降、 奥島地域に如法経信仰が展開し、
（二カ）
－  90  －－  91  －
如法経信仰をめぐる財と村落―近江国蒲生郡を中心として（窪田）
若宮などへ寄進を集中させていく状況を検討してきたが、その若宮について 「奥嶋若宮神田土帳」 （以下 「土帳」 と略記）と題された帳簿がある。この帳簿は若宮への寄進がピークを迎えた直後、 文明元
(
一四六九
)
年に作成された。 「土帳」
に関して全面的に検討を行っている佐野雅一によれば、若宮・如法経道場は「中世後期の奥嶋・北津田住民の生活基本単位」であるとし、そこへ集積された田畠・加地子得分田畠を整理したものがこの「土帳」であるとす
る
）11
（
。そして
この「土帳」が大別して「奥嶋若宮神田帳」 （以下「神田と略記） 、 「若宮之如法経田事」 （以下「如法経田帳」と略記）の二つの部分から構成されている と 指摘し、それぞれの記載様式、記載内容の比較検討から、寄進された加地子得分田から構成された如法経田が、私的 下作職を獲得し寄進者 規制から離れたのち、最終的に安定した経営を行っている免 である若宮神田へと再編成 て行く状況を示すものであると 定する。　
この「土帳」が二つの異なる性格の帳簿の複合体である
という佐野の指摘を前提 しなが も、同じく若宮への信仰を背景として集積された物件が、なぜ二つの帳簿に書き分けられたのかという点については一考を要する。そこで改めてこの「土帳」 改め 分析し考えを進めたい。　
まず、史料を掲げる。
【史料五】
　
奥嶋若宮神田土
帳
）11
（
　　
①（表紙）
　
「
 
 
 
 
　　
祢き大郎兵衛エ
　
奥嶋若宮神田土帳
　　　　　　　　　　　
奥嶋惣庄
　
 
 
 
 
時聖圓京（花押影）」
　　
②（表紙裏丁
　
モトノ表紙）
　
「奥嶋若宮神田帳
　　　　　　　　　　
奥嶋惣庄
　 　　　　　　　　　　　
時聖（花押）」
　
奥島若宮神田帳
　　　　　　　　　
奥島惣庄
　
合文明元年
己丑十一月十五日
　
夕ヒニ
　
　
一反
　 　　　　
    ａ
  常光坊
　
西タヒニ
　
一反
　　
示覚坊
　
中嶋ニ
　
  　　
小何
  
　
一反
　
得分八斗
    　　　　
右近
　
性作ニ
　 　　 　　
ｂ蔵崎
　
一反
　
道円
               
 
　　
　
 
　　　　　　　　　　　　
  
★岩崎ニ
　　　　
ｃ若宮
　
一反
　
祢き
　 　　 　　　 　　
ｄ南ノ
　
一反
得分八斗
　　　　　
衛門
　
一反
　　　
    常光坊
　
半
　　　　　　　　
  
□　（南カ）
衛門
　 　 　　 　
ｅハヽノ
　
半
　　
惣内
　 　 　
ｆ円山ノ
　
半
　　
一乗坊
　
ｇトクノ
　
半
　　
右近
　
一反六十歩
　　　　
ｈ善教
          　
（河カ）
－  91  －
史苑（第七五巻第一号）
　
大
　　　　　　　　　
清雷庵
　 　　　　　　　　
ｉハヽノ
　
大
　　
妙道
　
ｊ中庄ノ
　
半
　　
本光
　
ｋトクノ
　
半
　　
兵衛大郎
　
ｌ畑ノ
　
半
　　
大夫
　
半
　
ｍ東林房
　
　 　　 　　 　　
ｎ畑ノ
　
一反
　　　　　　　　
牛馬
 　
　
若宮之如法経田事
　
合
　
文明元年
己丑十一月十五日
　
  奥嶋惣
南ニ
　　　　　　　　　　
 　　
作人南ノ
　
  
　
畠四十歩
　
得分一斗二升ヲカケ五十文
　　　　　　
 
道了
　
一護
チケノシリ
　　　　　　　
 
　　
ⅰ作人
　
廿歩
　　　
得分六升
　
ヲカケ廿文
　　　　　　　
 
涌出惣
三月田
又南ニ
　　　　　　　　
 
　　
ⅱ作人
　
畠卅歩
　　
得分七升
　　　　　
 
同惣
四月田
宮ヤスニ
　　　 　
 
　　
ⅲ作人
　
卅六歩
　　
得分一升
　　
 
同惣
正月田
丗四坪ニ
　　
 
　　
ⅳ作人
　
四十歩
　　
得分五升七合
　
　　　
 
同惣
正月田
丗一坪ニ
　　
  　　
作人
　
半
　　　　
得分二斗五升
　　
　
 
同惣祢き
                　　　　　　　　　　　　　　
タヒニ新田
　　　　
 
　　
作人
　
六十歩
　
得分七升
 　
  　　　
 
同惣祢き
　　
Ⓐヲクノ五坪ニ
　　　　　
 
　　
作人
  キ田ノ
   「
□（東カ）
ノ
　
一反
　　　
得分三斗
　　 　　
 
西慶
　　　
刑部」
①延命寺前ニ
　　　　　　
 
　　　
作人
　
七十歩
　　
得分八升
　　　　　
 
同惣祢き
②十七坪ニ
　 　　　
 
　　
作人
 　　　
「トキヤ
　
卅
六歩
　
得分五升
　　
 
同惣
　　　
孫二郎」
③トキヤノ下ニ
　　　　
 
　　
作人
　　　
「トキヤ
　
卅六歩
　　
得分五升
　　
 
同惣
　　
孫二郎
　 　 　
ヲカケ二
                　　　
トリイニ
　　　　　　
  
　　
  　
作人トクノ
　
井田卅五歩
得分一斗五升
　　　　
  
兵衛大郎
田ハタノ前ニ
　　　　
 
　　
作人南ノ
　
畠十歩
　　
得分三升
　　　　　
 
左衛門三郎
Ⓑクラノカキ内ニ
　　　
 
　　
ⅴ作人
　
畠卅歩
　　
得分一斗二升
　　　　
   
涌出惣
三月田
田中ニ、神
　　　　
 
　　
作人南ノ
　
廿歩
　　　
得分五升
　　　　
 
左衛門大郎
              　
　 　 　 　 　 　　　　　同所ニ
 
 
 
　　
  　
作人森
　
廿歩
　　　
得分五升
　　　
 
小衛門五郎
十九坪ニ
　
 
　　
作人蔵崎
　
九十歩
　　
得分五升
　　
 
道内
長口ニまつハリ
　　　　　
 
　　
作人
　
一所
　　　
得分三升
　　
 
福蔵法橋
南下ニ
　　　　　
  
　　
作人
　
畠六十歩
　
得分一斗八升「内ヨリ」
　
 
弥二郎
                  　
大豆一升
ハヽ二
　
 
 
 
　　　
作人
　　
　
畠一所
　　
得分一斗五升
　　　　　
  智鏡坊奇進「妙 □□」
トクノヽ下ニ
　　　
  
　　
作人トクノ
　
卅歩
　　　
得分六升
　　　　　　
 
孫二郎
同所ニ
　　　　
  
　　
作人
　
半十歩
　　
得分一斗「さかミ殿寄進」
 
兵衛三郎
若宮ノ神主分　　
代百文
　　　　　　
 
白部ヨリ
（期カ）
－  92  －－  93  －
如法経信仰をめぐる財と村落―近江国蒲生郡を中心として（窪田）
フナイタニ
　　　　　　　
 
　　　
作人ハヽノ
　
九十歩
　 　
得分一斗「イマナシ」
　　
  兵衛大郎
キ田ノ南十八本ニ
　　　　　
 
　　
作人
　
六十歩
　　　
彳一斗「イマハナシ」
　　
  涌出惣
        　　　　　　　　　　　　　　　　　
下神ニ
　
 
　　　
作人トクノ
　
半
　
　　　
得分一斗五升 「
　兵衛大郎
同所ニ
　
 
　　
作人畑
　
半
　
　　　
得分一斗五升 「イマハナシ」
  大夫
トキヤ前ニ
　 　
 
　　
作人
　
畠一所
　 　
得分一斗四升
　　
 
涌出左近
宮ハマノ加地子
　　　　　
 
　　
作人
　　　
ヨリ
　
六百文
　　
 
ヲキ嶋惣
「大西ニイチノシリ  〃〃〃〃〃〃〃〃　
  畠卅歩
　　
得分六升
　　　　　
 
作人惣
　
      〃〃
　　　
ヲカケ廿文
 
 
〃〃
        　　
　 　　
 　
〃〃〃〃〃
                 」
　
于時文明元年
己丑十一月十五日
　　　
奥嶋惣
　　
凡─米貮石三斗七合か
　 　　
其ホか銭七百文アリ、
　 　
             　　
　
この「土帳」は、文明元（一四六九）年に作成された表
紙を含め全五丁からなる帳簿であ
る
）11
（
。現在表紙が二つある
が、字体などから②が最初の表紙であったと思われ
る
）11
（
。
　
表紙②には「奥嶋若宮神田帳
　
奥嶋惣庄」とあり、この
帳簿が奥嶋惣庄の管理の下にある若宮の神田に関する帳簿であり、執筆したのは「時聖」であ ことが知られる。この点については表紙① 記載から「時聖」は圓京であるしてよいだろう。 「時聖」について、同じ蒲生郡の今堀郷の如法経聖は今堀に常住しているのではなく、近隣 天台系寺院である石塔寺等に属 、毎年十月の年度替えに交代し一年間今堀 如法経道場・庵室 拠点とし 村落で 宗教活動を行ってい ことがわかってい
る
）11
（
。この例から考え
た場合、文明元年一一月時点での新しい が圓京 、その圓京が新任にあたりこの「土帳」を作成 と考え れる。この点は坂本が指摘する近江一円にみられる社頭聖の役割として考えることができよ
う
）11
（
。
　「土帳」は、佐野の指摘の通り「奥嶋若宮神田帳」 （一丁から二丁表まで）と「若宮如法経田」 （二丁裏から四丁表まで）の二つの部分から構成されている。帳簿全体 通て基本的に一人の筆と思われる 、後筆と考えられる注記的な書き込みがあり、この帳簿が作成後も何らかの機能を持っていたことを伺わせる。以下 神田帳」 「如法経田
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のそれぞれについて検討していきたい。〈神田帳〉　「神田帳」の事書部分には「奥嶋若宮神田帳
　
奥嶋惣庄」
とあり、次に「文明元年己丑十一月十五日」とあって、この記載を行った日付が記される。次から具体的な内容にはいるが、その記載様式は、
　
　　　　
  タヒニ
　　　
一反
　　　　　　　
常光坊
の如く「小字
　
反数
　（居住地）人名」の順で記載される。
居住地の記載のないもの、得分記載のあるものなどの違いはあるが、ほぼこの様式によって全部で一九筆の記載がなされている。反数については半（一八〇歩）から一反の間でほぼ均一で、 合計一町四反一八〇歩 が記載さ てい　
人名や地名について検討すると、ａの常光坊は嘉吉三
（一四四三）年「奥嶋御庄名々
帳
）11
（
」に「常光坊名
　
七反」 「常
光坊名
　
六反三十歩」とあり、名主職所有者であると思わ
れる。ｂの蔵崎道円の蔵崎は奥嶋庄内 地名で る。ｃの若宮祢宜については湧出若宮の祢宜のことと考えられ、 「土帳」の表紙①に「祢き大郎兵衛」とあることから、若宮にも祢宜がいたことが判明する。祢宜とは坂田聡によれば村人の最有力古老百姓であり、一方で神事に携わる在地の宗教的権威であるとい
う
）11
（
。ｄの南ノ衛門の、南は奥嶋の地名
で、南ノ衛門という名の人物は明応二（一四九三）年の勧進に八〇文奉加していることが判明す
る
）1（
（
。ｆ円山は奥嶋庄
内で独自に円山惣として共同体を形成する。ｇ、ｋのトクノは奥嶋嶋庄内の地名で、ｋトクノ
　
兵衛大郎は後述する
「如法経田帳」にも名が出る。またｇトクノ右近は若干世代が上の可能性もあるが村人として寄進を行ってい
る
）11
（
。ｈ
善教は康正三（一四五七）年の大嶋社御輿錦勧進に「善教法橋」として五〇文出銭している 物 同一であろ
う
）11
（
。ｉ
のハヽは奥嶋庄内地名、ハヽ妙道は「如法経田帳」にもその名がみられ、またｇトクノ右近と同様に村人として名見える。ｊ中庄は津田中庄、ｌの畑は「如法経田帳」にも名が見える。畑は北津田内 地名、東林坊は阿弥陀寺の坊で文安の勧進に一〇〇
文
）11
（
、康正の勧進に五〇文の奉加をし
てい
る
）11
（
。
　
以上煩雑になったが「神田帳」に記載された人名は、名
主職所有者、祢宜、阿弥陀寺坊舎のほか、勧進に一定の金額を奉加しているなど比較的有力な層 みられる。また各筆はすべて水田で 反数が比較的大きく 端数がほとんどない数となっている。以上 ことから、この「神田帳」は荘園制の免田としての若宮の神田を書き上げ、それを請作者に割り当てた状態が記されているも と考え る。寄進状などには「湧出若宮神
田
）11
（
」 「岩崎神田（修理
田
）11
（
） 」 「岩
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蔵神
田
）11
（
」といった記載がみられ、若宮神田の存在が知られ
る。これらのうち「岩崎神田（修理田） 」は「神田帳」の「岩崎ニ
　
一反」 （★部）と地名が一致するものの、他の地
名記載は一致せず、なお若宮神田についての全体像は不明な部分が残る。〈如法経田帳〉　「如法経田帳」の冒頭には「若宮之如法経田事」とあり、
「合文明元年己丑十一月十五日」の下に「奥嶋惣」とある。　
帳簿の記載様式は、
トリイニ
　　　　　　　　　　　　　　　
作人トクノ
井田
　
卅五歩
　
得分一斗五升
　　　　　
兵衛大郎
の如く、 「小字
　
地目
　
反数
　
得分
　
作人名（居住地） 」と
いうのが標準的な様式で、全二九筆 の記載がありそのうち二七筆がこの項目を記載している。　
小字名をみると、南、東、トクノ、蔵崎、ハヽ、は奥嶋
内の地名、森、畑は津田北の地名、湧出は若宮所在地、宮ハマは半島北側で沖の島の対岸にあたる地である。地目は全二九筆 う 水田一八筆、畠七筆、藺田一筆、銭二筆、不明一筆となり、反数は一〇歩から一反で、均一な数字ではない。合計すると五反一〇三歩と 二所 不明一所となる。また「神田帳」にはなかった得分表示をみると 得分
は一升から三斗で、 「如法経田帳」で合計は二石二斗二升七合、ヲカ
ケ
）11
（
七〇文・二升、大豆一升、銭七〇〇文となる。
　
この得分の記載は、如法経田が加地子得分から構成され
ていることを表してい
る
）11
（
。若宮如法経道場に対する寄進
状には「加地子米三斗まいらすべし」 （史料一）などとあり、またみてきたとおり若宮宛寄進状では寄進者が作職を留保して加地子得分の 部を若宮に寄進するというかたちであり、このことから「作人」として記載されている人名は、作職を留保しつつ を寄進して る 者と考えられる。　
この作人では湧出惣に注目した
い
）1（
（
。湧出惣は先にみたよ
うに一四世紀中頃に開発が始まった 思われる湧出地域が「惣」というかたちとなったものとみられ、作職を留保しつつ若宮如法経田に加地子分を寄進し いる。こ らの寄進部分は正月田・三月田・四月田（ⅰ
～
ⅴ）といった神事
に関わるものとして位置づけられており、 まりこれらは湧出惣のなかの一種の共有田で若宮の神事 関わ 神田的な存在として機能していた。　
また湧出の肩書をもつ祢宜・トキヤ孫二郎・左近などは
湧出の住人であり、祢宜は「神田帳」 ある若宮祢宜と同一と考えられる。またトクノ兵衛大郎・畑大夫は同じく神田の請作者でもある。
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白部が「若宮の神主分代百文」をここで寄進する理由は
不明であるが、奥嶋庄内で白部惣として自立した共同体を形成してい
る
）11
（
。ヲキノ嶋惣からの「宮ハマノ加地子六百
文」については、応永三四（一四二七）年に宮浦内の加地子六〇〇文を懈怠なく沙汰するという契約状がありこの契約がそのまま継承されていることがわか
る
）11
（
。
　
以上のように「如法経田帳」は、各筆の反数が小さく、
端数がある数字であり、地目は水田のほか畠、藺田、銭などさまざまである。そして作人は湧出惣・湧出某が半数近くを占めている。　
さて、 「如法経田帳」の記載と、寄進状の内容を付き合
わせてみると、 ①②③は同じ小字名の寄進状 あるもので、Ⓐ・Ⓑはそれぞれ小字・反数・得分が寄進状と一致しているものである。例えばⒶに対応するのは先に挙げた史料一である。寄進状の時期から六〇年を経ているので、 「如法経田帳」の作人「キ田ノ西慶」と、寄進状 寄進者「得宗ほけう」と異なるが、 「得宗ほけう」の寄進状によっ進された加地子得分は、 「如法経田帳」に載せられ、その後も管理されてい こと 知ら 。同様にⒷ 史料二の波線部と合致し、 応永四年に昌宗が「如法経田無退転之様」と寄進した物件であろ
う
）11
（
。
　
以上のことから、この「如法経田帳」は若宮如法経田に
寄進された加地子得分の納入状況を記録したものして間違いない。寄進者は湧出関係が多く、特に「湧出惣」が形成されていることが確認でき、おそらく若宮神事に関わる費用に関して、湧出惣が共有、共作したものと思われる。つまり一五世紀後半のこの時期、湧出には惣が形成され、若宮如法経田についての多くは湧出惣が運営するような形になっていた。　
そしてこの「土帳」全体については、 「神田帳」は荘園
制的枠組みの中で設定された神田の面積とその請作者を列挙し、 「如法経田帳」は如法経田に された文明元年時点での加地子得分 書き上げと考えられる。そして「神田帳」は「半」 一反」といった端数のない額や、二カ所にみえる「得分八斗」の記載から、逆 そ ような得分記載のない「神田帳」の大部分はこの時期すでに機能していない状態とみ ことができよう。一方 「如法経田帳」は、端数を含んだ多様な額の記載から、 点で機能している得分の書き上げであり（ 「イマハナシ」の記載は逆に最近まで得分があったことを意味する） 、機能不全となっいる神田部 にかわって、 神事に関わるような 「正月田」 「四月田」などは、湧出惣が作人 る如法経田で賄われ のではな だろうか。以上改め 土帳」を分析すると、加地子得分 から構成された如法経田が私的な下作職を獲得
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し、最終的に安定した免田である若宮神田へと再編成して行く」状況を示すとする佐野の主張には疑義を呈せざるを得ない。　
寄進状でみると、先にも述べたように若宮創立初期には
「岩崎神田」 「岩蔵神田」 「神領」などとあるが、 その後「岩崎若宮神田内在之 「岩崎若宮神田内南ノ縄元一段内」という表現があらわれ、若宮の神田の中に私領が き、それが再度若宮に寄進されるという事態となっている。このことは、神田部分 いわば私領化し免田としての機能を失っている状況を示し、それに代わるものとして如法経田が位置づけられて るということ のではない
か
）11
（
。
　
つまり、若宮の運営基盤には、元来の大嶋社から分祀さ
れた若宮に対する免田としての神田と、その若宮に後から付加された如法経信仰に対して寄進された加地子得分があり、この時期実態としては如法経田 の機能を担っている状況があるが、この「土帳」は、その本来的な違 を書き分けていたというこ になる。神田と如法経田はいわば一対の運営基盤であり それが二冊の帳簿として奥嶋惣により記録され る であろう。　
このように荘園制的な枠組みとしての免田と如法経田が
二つの帳簿に られている例は、同じく蒲生郡内得珎保今堀
郷
）11
（
、日吉社領安吉
庄
）11
（
でも確認できる。得珎保は
近江坂本の日吉十禅師社の社領として延暦寺東塔東谷仏丁尾衆徒等が管領する一円領荘園で、その一郷である今堀郷は一三世紀半ばに勧請された十禅師
社
）11
（
の宮座として結衆し
た今堀惣が村落運営の中核であった。十禅師社には山門から当初五筆四段の神田（免田）が設定され、そこに更に寄進され 物件を加えた神田が今堀惣へ集積され 惣 経済的な基盤となっていた。そしてまた今堀郷にも如法経信仰が浸透し、十禅師社の庵室に付属する如法経道場が如法経信仰の中心であっ
た
）11
（
。寄進状を整理すると宗教施設への寄
進のピークが一五世紀にあり、最も多く寄進を集め のは十禅師社と薬師堂、そしてやはり如法経関連であったことがわか
る
）11
（
。
　
今堀郷には神田納帳とよばれる多数の帳簿が残されてお
り、仲村研の分析により十禅師社の神田についての変遷を知ることができ
る
）1（
（
。それによると建武二（一三三五）年
一一月一〇日付の今堀神田注
文
）11
（
と同年十月日の今堀神畠算
用
帳
）11
（
により、三段の借屋免、一段の御神楽免の計四段を十
禅師社の免田とすることを山門が決定し、この時期に十禅師社の遷宮があった する。さらに同年には神畠も設定され、十 畠は併せて七反三百歩となった。この免田畠は、応安三（一三七〇）
年
）11
（
には一四筆、二町一四二
歩と屋敷二宇（後欠なので実際はそれ以上）と加増され
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さらに永徳元（一三八一）年の帳
簿
）11
（
には、応安の帳簿とは
重複しない一町一反一六〇歩と得分七斗二升五合（免田であったかどうかは不明）が書き上げられ、あわせて三町二段、屋敷二宇、得分七斗余りが永徳段階の十禅師社の免田を含む神田となっ
た
）11
（
。その三年後の至徳元（一三八四）年
の今堀郷神畠坪
付
）11
（
（以下、至徳神畠坪付とする）には六六
筆四町八段三二〇歩、七せまち等の地積、所在小字名 請作人名が記載されており、仲村はこの至徳神畠坪付はそれ以前の帳簿を集大成したものであり、今堀惣の完成と宮座の整備が整ったこの 階で作成 れた今堀神田畠の基礎台帳として位置づけられるものであるとする。至徳神畠坪付には、神楽田、庵屋田、野神田、 「八月彼岸ニ若女ヲ可訪」などの記載がみえ、さらに嘉慶二（一三 八）年の帳簿には「一反小正月四日御結柴原道阿ミ」などのよう 、至徳神畠坪付のなかから八筆 田畠 抜き出 特定の宗教行事運営に宛てることを「今堀村人等」が定め
た
）11
（
ことが知ら
れ、この時期、今堀郷内 多く 宗教施設や年中行事が神田によって運営されていることがわか
る
）11
（
。
　
このような変遷を経た応永二三（一四一六）年に、一一
月四日付で今堀惣神田納
帳
）11
（
、一一月九日付で庵室田如法経
道場寄進目録
帳
）1（
（
、と相次いで二冊の帳簿が作成される。こ
の二冊の帳簿のうち、今堀惣神田納帳（以下、応永神 納
帳とする）は、基礎台帳としての至徳の帳簿を底本としてその情報を引き続き記載したうえで、応永二三年段階での新たな請作人や年貢額を加え、基本の神田畠四町八反三二〇歩を記載し作成されてい
る
）11
（
。これに対し、四日後の
日付で作成された庵室田如法経道場寄進目録（以下、応永如法経道場寄進目録とする）とはどのような位置づけになるだろうか。　
応永如法経道場寄進目録は、全一七件の物件が記載され
ている一丁半の小さな帳簿である。 記 るのは地積・地字・得分・寄進者・作人であり、物件によっ は注記もある。この記載内容は同時期に作成された応永神田納帳とは重複しないことから、基本台帳 る至徳神畠坪付と異なる内容をもつことがわかる そして後半に記載された三物件についてはそれぞれ対応する応永二六年 永享四年、永享三年年紀の寄進状が残されてい ことか
ら
）11
（
、応永二三
年一一月時点でこの応永如法経道場寄進目録に登記されていたのは、八物件・合計米二石三斗五升・大豆一斗ということになる。　
そして登記された物件のなかには、三六年前の康暦二
（一三八〇）年に比丘尼善阿弥が左近四郎・介太郎両人の後生善処・頓證菩提を願い今堀郷如法経道場に寄進した際の寄進状がの されているものもあり、ここから応永如法
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経道場寄進目録は、それ以前に寄進されていた物件を集成して作成されたことが判明し、しかもこの康暦の寄進状で寄進された物件は、至徳神畠坪付よりも七年前のものであるにも関わらず、至徳神畠坪付には記載されていない。つまり仲村も述べているように、至徳以前から、今堀惣が基本台帳として整備した帳簿には登記されない田畠の存在があり、それが応永二三年に応永神田納帳が整備された四日後に「庵室田如法経道場寄進目録」として 基本帳簿とは別に集成されたということが明らかとなる。　
このように、大島の若宮の場合と同様に、今堀でも十禅
師社において如法経信仰 展開 、十禅師を支える本来的な免田としての神田とは別に如法経田の存在が認められそれが「庵室田如法経道場寄進目録」 し 神田帳とセットで惣により作成されたこ が確認できる。四、如法経をめぐる村落と領主　
ではなぜ基本台帳とは別に如法経田を管理する必要が
あったのだろうか。次にこの点 つ 、今堀を事例 さらに考えを進めたい。　
嘉吉二（一四四二）年九月から一〇月にかけて、山門は
得珍保各郷を対象にして検注を実施
し
）11
（
、その結果今堀には
領主である山門により、嘉吉二年九月一七日付得珍保野方今堀算田目
録
）11
（
と同一八日付の得珍保野方算田取
帳
）11
（
の二冊の
検注帳が作成され、この検注で今堀郷の耕地 筆ごとの地積と請作人、今堀郷の菜畠・屋敷を除く耕地が一四町二反一八五歩であることが確定された。この検注帳中には「神田」 「神」などという注記をもつものも含まれていた。　
そしてこの検注が行われたひと月後の一〇月一九日に
は、今堀惣の手により、得珍保野方下保今堀郷十禅師田坪付
）11
（
という帳簿が作成された。これは、今堀惣が、正月四日・
五月五日などの節供、ケチ（結鎮）など仏神へ 御供や堂社の修理、燈明などの費用に、 の田地のど 得分を宛てるかを書き上げたも で、ここに挙げられた二七筆（一町八反二四歩）は 山門 検注帳 もすべて登記 ている。つまり、この二七筆はいわば山門により公認された神田（免田）ということになる。この二七筆（一町八反二四歩）は、今堀惣が作成した至徳や応永 基本の 田畠四町八反三二〇歩に比較すると約四分の一にすぎず、一見神田が検注によって減少したかのようにみえるが、一町 反二四歩は嘉吉の検注によって改めて免田として認められた部分であって、至徳・応永の基本台帳 ように免田に寄進によって随時集まってくる得分を加えたも と 異なる。こ 公認された免田のうち如法経田は四筆・一段六 歩であった。
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今堀郷への検注から二ヶ月たった嘉吉二（一四四二）年
一一月二一日に、山門から得珍保図師に宛てて次のような下知状が出される。【史料
六
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】
先度仏田佗言致披露之処、於如法経内者、蛇溝・今堀・柴原郷・中村郷各一段宛都合四反内、図師帳内二段、中村帳内二段可除之旨、依衆儀 執達如件、　
嘉吉二年十一月廿一日
　　　　　　
学頭代（花押）
　
得珍保図師一揆中
　
得珍保の蛇溝・今堀・柴原・中村（尻無）四か郷は前々
より仏田についての何らかの嘆願をしていたが、それに対し山門は、如法経であれば各郷一段ずつの都合四段を免田と認め、図師帳から二段、中村帳から二段を除くことを衆議し、得珍保図師へ執達したものとみられる。　「中村帳」を公文の帳簿とすれ
ば
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、図師帳・公文帳から
二段ずつ計四段を如法経免田と て除くことが、学頭代から図師一揆中（得珍保の在地の沙汰人である図師と公文のこと）に公的に執達されていることは、山門 現地管理者としての ・公文が管轄する二冊 土地台帳か 、二段ずつ四段を免田とするこ が決まったもの 考えられる。　
先に見たように、この時点では検注によって山門に把握
された田地全体の中には免田（一町八反二四歩）がすでに登記されているわけであるから、史料六で問題になっているのはそ 以外の部分、つまり十禅師神田ではあるが免田にはなっていないものについての佗言としなければならい。四か郷の佗言の具体的な内容は不明であるが、仲村は嘉吉の検注に時期を合わせたかたちで新開地を免田として山門に認めさせる動きが郷内にあったと指摘
し
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、これが如
法経田である可能性がある。さらに文安四（一四四七）年七月には次のような下知状が出される。【史料
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】
今堀郷神田并如法経田事　　
合三段半者
右嘉吉二年算田新開内被免除之上者、於向後不可有其煩之旨、依衆議、執達如件、
　
文安四年
丁卯七月廿七日
    　　　　　　　　　　　　　　
学頭代（花押）
　　　 　　　　　　　　　　　
月行事（花押）
　
嘉吉の検注から五年を経た文安四年（一四四七） 、山門
は嘉吉二年検注で「新開」としたものの中から、 「今堀郷神田并如法経田」として三段半を免除することを衆議している。　
これについて仲村は、嘉吉検注後に今堀惣は新開地を神
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田（免田）として山門に認可させるように動いていくとするが、加えて山門がこの動向に応じる中で神田と並び如法経田を特筆していることにも注意したい。 「神田并如法経田」という表現からも、今堀郷の神田と如法経田を区別して取り扱っていることがわかる。これは応永二三年の「神田帳」と「如法経道場寄進目録」と分けられ 帳簿のあり方にも対応する。つまり如法経田は山門、今堀双方にとって特筆すべき位置付けであったことを示すも と捉えることができる。　
ではなぜ如法経田は特筆すべきものと捉えられたのか。
次の史料をみたい　
得珎保名主御百姓等が寛正四（一四六三）年一二月一二
日に作成した目安があ【史料
八
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】
目安
　
得珎保名主御百
性（姓）
等謹言上
右子細者、当御領今堀郷如法経田候
ヲ、公方
ヲ作人年々
無沙汰仕候、然間、作人御年貢
ヲ
無沙汰仕候ヘハ、下
地
ヲ被上召候事、不限当御領内
ニ候処
ニ今度自図師殿様、
地主今堀之村人
ニカヽリ、切米八百余石
ヲ返弁可致由堅
蒙仰候、万一不致其沙汰者、当村質物
ヲ
可被召押由被
仰候、言語道断 不便之至極候
　　
山上之御成敗非
一
御扶持者、御百姓等難有候、此旨可然様
ニ預御成敗者、
忝可畏入候、仍目安之状如件、　　
寛正四年十二月十二日
　
これは、今堀郷如法経田に課されている山門への公方年
貢を作人が未進した事に関して、得珍保に限らず作人に年貢の無沙汰があった場合作人を取り換えるのがふつうであるのに、このたびは図師が、如法経田の地主である今堀郷村人に対して、未進年貢八〇〇余石の返弁を命じてきた上に、万一その八〇〇余石を沙汰しなければ今堀郷から質物を押し取るとまで言っている。この言語道断の図師の行動に対して 得珍保名主百姓等 山門へ善処を依頼する、という申状である。　
ここからは、今堀如法経法経田には公方年貢があった
こと、その如法経田は今堀村人が地主とされていること、八〇〇余石という多額未進があり図師がその支払 を地主である今堀村人に命じたことなどがわかる。　
ここで問題になっている如法経田は嘉吉検注の際に確定
された四筆一段六五歩 考えると 仮に嘉吉二年以来約二〇年間の未進があったと ても一段六五歩からの公方年貢が一年四〇石と こととなり、 整合的でない。むしろ八〇〇石が如法経田の公方年貢未進分そのも なのではなく、多くの寄進が如法経田に集中し免 以外の得分が増大し、それが在地に留保される状況となっ いたこ
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に対し、図師が規制をかけたとは考えられないだろうかおわりに　
以上、近江国蒲生郡の奥島荘および今堀郷において如法
経信仰の展開と如法経田帳の存在を確認してきた。奥島では、湧出若宮へ寄進の集中とその後の如法経信仰への寄進が一四世紀の末期からはじまり一五世紀半ばまで増え続けていく。一方、今堀郷における如法経信仰 初見は奥島より若干早く康暦二（一三八〇）年であり、その後一五世紀半ばが寄進状数のピークとなる。このようななか、それぞれの村落では免田の帳簿とは別に、 という帳簿のとりまとめがなされる。この如法経田帳 存在は、如法経といういわば新しい信仰に対する寄進を、他の宗教施設への寄進 は区別したかたちで村落が管理した とを意味する。それはど ような理由によるのであろうか。　
奥島の場合には、如法経田へ寄進した加地子を「利銭出
挙」で利倍し、あるいは広大 物件を如法経道場へ寄進すると同時に貸付活動を行っていた。つまり如法経に財が集中すると同時にそれを運用して利殖し、それにより如法経信仰を興行するという、いわば仏物の運用ともいえる動きがあったことがわかる。一方今堀郷においても、如法経田
を通じて村落にもたらされる財の増大をみることができ、おそらくいずれの村落においてもその把握のために如法経田帳が作成されたものとみ れる。　
如法経信仰は、如法経会での法華経書写に結縁し死者追
善・自身逆修 願う信仰であり、村落における他の年中行事のように村人が執行するのではなく、近隣の天台寺院ー奥嶋の場合は阿弥陀寺、今堀の場合は石塔寺ーから聖が一年間派遣され道場を預かり如法経会を執行したこと 、その必要経費としての如法経田は他 仏神田とは別 管理されるべきものであったのであろう。　
その理由のひとつは大島の場合にみるように、元来大嶋
社宮座「大座」が中心的に担ってきた村落内の融通機能が応永年間頃から如法経道場へと移行し、文明元年 「若宮神田土帳」に見るように、若宮如法経 が村落にとり公的な位置づけをもつようになったこ によるのではないだろうか。　
それは言い換えれば、本来荘内の安穏を祈るべき荘園制
的枠組みにおける免田ー仏神田ーが機能不全に陥 とき、それに代わるものとして如法経信仰 村落 中で一定の実質 な役割を担っていくようにな ことを意味するのではないだろうか。 「現世安穏後生菩提」とい 個別の願いをくみとることと引き替えに如法経田には財 集積
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れる。如法経信仰を介在させて考えるとき、村落と如法経信仰の源泉である山門勢力の関係は、如法経をめぐる「相利共生」の関係にあるといえるのではないだろう
か
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（
33） 「中世後期奥嶋庄の若宮神田土帳につい 」 『史朋』一一、 一九七六年。
（
34） 「奥嶋若宮神田土帳」 『大嶋神社奥津嶋神社文書 一六五号。
（
35）現在、滋賀大学経済学部附属史料館に所蔵 いる形態は、冊子の綴りがはずされ 丁づつ開いた状態で裏打ちが施されているが、元来は縦帳である。
（
36）表紙①と②は一枚の料紙の表裏に書かれている。裏打前まではおそらく①が表紙になっていたものと思われ が、本文と表紙②の筆跡 同一と見られることから②が本来の表紙であったもの 推定した。また表紙①は「祢き大郎兵衛」によってつくられた可能性もあり、 「時聖」に「圓京」という名が記入されているところから、表 作り替えは帳簿の成立とそう遠 ない時期のも であると推定される。
（
37）林前掲註（
3） 、 伊藤唯真「今堀十禅師社の堂庵と宮座」 （初
出一九八三年、 『伊藤唯真著作集』Ⅱ、 法蔵館、 一九九五年） 。
（
38）坂本前掲註（
13） 。
（
39） 「奥嶋御庄名々帳」 『大嶋神社奥津嶋神社文書』一二九号。
（
40） 「中世後期村落における古老百姓と神主職」 『中央史学』第二二号、一九九九年。
（
41）大嶋奥嶋社神輿装束勧進 『大嶋神社奥津嶋神社文書』一八三号
（
42）畑井弘「山野湖水の用益と村落共同体」 （初出一九六二年、のち『守護領国体制の研究』 （吉川弘文館、一九七五年） 。
（
43） 「大嶋社御輿勧進帳」 『大嶋神社奥津嶋神社文書』一四二号
（
44） 「大嶋社撞鐘勧進日記」 『大嶋神社奥津嶋神社文書』一三〇
（
45） 「大嶋社御輿勧進帳」 『大嶋神 奥津嶋神社文書』一四二号
（
46） 「僧円宣神田寄進状」 『大嶋神社奥津 社文書』三一号。
（
47） 「僧円実田地寄進状」 『大嶋神社奥津嶋神社文書』三二号。
（
48） 「字大夫田地寄進状」 『 神社奥津 文書 六一号、
－  105  －
史苑（第七五巻第一号）
「大夫四郎作職放状」 『大嶋神社奥津嶋神社文書』七三号。
（
49）ヲカケについては佐野も指摘しているように御陰銭、御陰米の意であろう。
（
50）後筆の「イマハナシ」の記載は加地子得分がその後未進になっていることの表記であろう。
（
51）湧出若宮は奥嶋惣の規制を受けつつも湧出惣の鎮守として位置付くものと考える（前掲註（
20） ） 。
（
52）白部惣の成立過程については若林前掲註（
20）に詳述さ
れている。
（
53） 「道祐等加地子契約状」 『大嶋神社奥津嶋神社文書』一二二号。地理的には沖の島 南正面が宮ヶ浜にあたり、宮ヶ浜は断崖が続く奥嶋北岸で 唯一 平地であり、沖の島が最も利用しやすい位置関係にあ 。また現在も宮ヶ浜周辺は沖の嶋地籍となっている。
（
54）原本調査 結果 同十七坪井田卅六歩、 倉垣内畠卅歩在之」の部分は行間に割り込むように書かれており後筆 判断した。但し、ここでは寄進状作成と同時期の書き込みと判断しこのように結論した。
（
55） 『神田帳』事書には「奥嶋惣庄」 、 「如法経田帳」事書は「奥嶋惣」とある。若林 村落が「惣庄」を称するこで自立した対外接触が可能になるとする（前掲註（
20） ）が、
ここで 神田帳 は荘園制的な免田と 設定された系譜を引くものであるが故に「奥嶋惣庄」の記載が また「如法経田帳」は荘園制的免田とは系譜 異なる加地子得分寄進田を書き留めたものなので「惣庄」とは書かず「奥嶋惣」としたと理解したい。
（
56）得珍保については仲村研ａ『中世惣村史の研究』 （法政大
学出版会、一九八四年） 、仲村ｂ「得珍保今堀郷研究史補遺」『日本歴史』四九八号、一九八九年、吉田敏弘「惣村の展開と土地利用─得珍保今堀郷の歴史地理学的モノグラフとして」 『史林』六一― 、 一九七八年、 「得珍保」 （ 『講座日本荘園史六』吉川弘文館、一九九三年、 『八日市市史
　
第二巻
　
中世』 （八日市市、一九八三年）などの論考がある。
（
57） 「応安元年一〇月一三日左右神社神田注文」 、橋本左右神社所蔵。
（
58）今堀十禅師社（現、 吉神社）には 六四点の中世 近世文書が集積され、仲村研により『今堀日吉 社文書集成』として公にされている。また十禅師 は 郷だけではなく、 得珍保各村に勧請された（ 『八日市市史
　
第二巻
　
中世』
一九八三年） 。
（
59）林前掲註（
3） 。
（
60）仲村「売券・寄進状にみる村落生活」 （初 一九八二年、のち前掲註（
56）仲村ａ所収） 。
（
61）仲村「今堀郷の神田納帳」 （原題「得珍保今堀郷の神田納帳について」一九八一年初出、改題ののち前掲註
56）仲
村ａ所収） 。
（
62） 『今堀日吉神社文書集成』五七四号。
（
63） 『今堀日吉神社文書集成』 四六号
（
64） 『今堀日吉神社文書集成』四〇五号。
（
65） 『今堀日吉神社文書集成』三四二号。
（
66）この時期の神田の充実は、永徳年間が宮座の整備が成れた時期であり、惣結合の確立と並行するものであったと仲村は指摘する（仲村前掲註（
61） ） 。
（
67） 『今堀日吉神社文書集成』三一八号。
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如法経信仰をめぐる財と村落―近江国蒲生郡を中心として（窪田）
（
68） 『今堀日吉神社文書集成』三三二号。その行事は正月御結（結鎮） 、正月三日、正月九日御経、正月大仏供、三月三日、六月御田、御宮油田、庵室油田などである。
（
69）今堀郷における寄進状のピークは一五世紀であったが、一四世紀後半のこの時期から、特定の神田畠を郷内の宗教施設や行事の運営に宛てるようになってくるという
（
70） 『今堀日吉神社文書集成』五九〇 一号。原本の現状は今堀惣神田納帳（五九〇ー一号）と庵室田如法経道場寄進目録帳（五九〇ー二号）は合冊され表紙を含めて全 一丁で、五九〇ー一号が 丁から六丁、五九〇ー二号が七丁から一〇丁となっている。この合冊が行わ た時期は不明であるが、七丁だけが小型である上、内容的にも筆跡も異質である。また 丁、 〇丁はそれぞれ異なる大きさで筆跡も異質であることなどから、この合冊は一～ 丁、六丁 七～八丁、九丁 一〇 の 種類のものをまとめたものであると思われ、これは記載内容とも合致している。ただし一～五丁（五九〇ー二号） 八～九丁（五九〇ー二号）は大きさも同じで作成も四日違いであることから、同じ料紙を使った可能性が高い。内容や料紙の大きさから考えて、冊はそれぞれの史料が 立してからかなり時間が経ってからなされた可能性が高く 少なく も当初のもの はな 。
（
71） 『今堀日吉神社文書集成』五 〇ー二号。 『集成』で五九〇―二号としている は ①応永二三年庵室田如法経道場寄進目録帳、②応永二六年夏畠ムキ納、③神主方へ下日記、④寛正四年出聖方へ渡へき分 ⑤文明 年下行米神主方江、⑥宝徳元年出聖分、⑦年未詳 の七つの内容からなっている。料紙は、①七丁、八 表前半まで、②八
表後半、③八丁裏、④九丁表、⑤九丁裏、⑥一〇丁表、⑦一〇丁裏 に記載されている。
（
72）さらにそれ以降の寄進分や変更などの必要事項も随時加筆されていったようで、宝徳元年（一四四 ）が記入された最も新しい年号となる。応永の帳簿がその後も基本台帳として使用 れ続けていたことがわかる。
（
73） 『今堀日吉神社文書集成』二一五号、四三 号、四三七号。
（
74）前掲註（
56）仲村ｂ。また吉田前掲註（
56） 、 丸山幸彦「中
世後期荘園村落の構造─今堀郷における村落共有田の形成を中心に」日本史研究一 六、 一九七一年） 。
（
75） 『今堀日吉神社文書集成』三一九号。
（
76） 『今堀日吉神社文書集成』四七四 。
（
77） 『今堀日吉神社文書集成』三二三号。
（
78） 『今堀日吉神社文書集成』三五号。
（
79）前掲註（
56）仲村ｂ第二章註。
（
80）前掲註（
56）仲村ｂ第五章。
（
81） 『今堀日吉神社文書集成』三五号。
（
82） 『今堀日吉神社文書集成』六〇二号。
（
83）別稿で若狭や摂津の天台系地方寺院の如法経信仰による民衆の滅罪願望の汲み取りと零細な米銭の多量な集積をみた（拙稿「中世後期在地寺院の収取の特質につい 」 『史学研究集録』第三五号、二〇一〇年 。
（神奈川大学日本常民文化研究所職員）
